
令和８年度　施行

スクールバス運行業務委託（その３）

（教育推進課 教育推進係）

公示用

作成日　令和８年２月10日



項　　目 学校稼業日 長期休業中 金　額 備　考

⑩-1　北上美生・新美生線

⑩-2　上美生・西伏見・雄馬別線

小 計

再 計

消 費 税 10 ％

合 計

スクールバス運行業務委託（その３）



スクールバス運行業務委託（その３）　委託金額積算

１　委託金額積算にあたって

　(1) 貸切バスの新運賃・料金制度に基づいて計算することとする。

　(2) 積算の際は、別紙のいずれかの計算方法で運賃を算出すること。

　(3) 別紙計算方法その２の実働率について

　　　実働率は、北海道運輸局の平均実働率71.43％と、バス事業者の実績実働率（毎年度の輸送実績報告に基づく数値）との間の率を用いる。例えば、実績実働率が60％のバス事業者は、

　　60～71.43％の数値を用いることができる。ただし、実働率をもとに計算した稼働日数が、実際の稼働日数（239日）と比べて1.4倍を超えないようにすること。

　(4) 積算に当たっての条件は次のとおりとする。

　　ア　学校課業日は１日４便、学校休業日は１日２便運行する。

　　イ　学校課業日（平日）は203日、学校休業日（平日）は36日とする。

　　ウ　各路線ごとの使用するバスの種類及び１便当たりの運行距離と運行時間は以下のとおりとする。

年間合計

朝
定期

中間
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定期

部活 合計
調整
後

合計

運賃
単価

運賃
合計
運賃
(a)
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定期
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（a*203日）
+（b*36日）

小 14 距離 57 41 25 41 164 170 57 57 114 120

中 9 時間 1:40 1:00 0:40 1:00 4:20 6 1:40 1:40 3:20 5

小 2 距離 44 29 13 29 115 120 44 44 88 90

中 3 時間 1:19 0:50 0:30 0:50 3:29 5 1:19 1:19 2:38 5

※　時間・距離ともに町内業者車庫からの回送を含む。

※　距離については、１日当たりの合計が10km未満の場合は切り上げる。

※　時間については、１日当たりの合計が30分未満は切り捨て、30分以上切り上げにし、点検等時間の２時間を加える。（最低５時間）

※　中間バスと部活バスは、乗車する児童生徒の居住地によって走行距離・時間が変動するが、定期バスと同じ距離・時間で計算している。

小計

消費税　10％

合計

⑩-2 5 小型

⑩-1 23 中型

Ｂ長期休業中（年間36日）１日単価

路線 乗車人数 種類 区分

Ａ学校課業日（年間203日）１日単価



スクールバス運行業務委託金積算資料 下記の計算方法は、年間金額（税抜）を算出するもの

１　計算方法その１：１日当たりの運賃に、実稼働日数をかけて計算する。
(1)学校課業日の１日当たりの運賃を算出する。

①距離運賃額 円 × km ＝ 円

②時間運賃額 円 × 時間 ＝ 円

③１日当たりの運賃 円 ＋ 円 ＝ 円 Ａ

(2）学校休業日の１日当たりの運賃を算出する。
①距離運賃額 円 × km ＝ 円 Ａ

②時間運賃額 円 × 時間 ＝ 円 Ｂ

③１日当たりの運賃 円 ＋ 円 ＝ 円 Ｂ

(3)前述の(1)(2)の運賃に、実稼働日数を掛けて年間運賃額を算出する。
学校課業日 １日運賃Ａ 円 × 日 ＝ 円 Ｃ

学校休業日 １日運賃Ｂ 円 × 日 ＝ 円 Ｄ

年間運賃合計 Ｃ ＋ Ｄ ＝ 円 ①

２　計算方法その２：１日当たりの平均運賃に、実働率をかけて計算する。
(1)学校課業日の１日当たりの運賃を算出する。

①距離運賃額 円 × km ＝ 円

②時間運賃額 円 × 時間 ＝ 円

③１日当たりの運賃 円 ＋ 円 ＝ 円 Ａ

(2）学校休業日の１日当たりの運賃を算出する。
①距離運賃額 円 × km ＝ 円

②時間運賃額 円 × 時間 ＝ 円

③１日当たりの運賃 円 ＋ 円 ＝ 円 Ｂ

(3)前述の(1)(2)の運賃に、実稼働日数を掛けて年間運賃額を算出する。
学校課業日 １日運賃Ａ 円 × 日 ＝ 円 Ｃ

学校休業日 １日運賃Ｂ 円 × 日 ＝ 円 Ｄ

年間運賃合計 Ｃ ＋ Ｄ ＝ 円

(4)上記(3)で算出した運賃額を実稼働日数で割り、１日当たりの平均運賃を算出する。
円 ÷ 日 ≒ 円 Ｅ

(5)上記(3)で算出した金額を年間契約通達に基づく計算式に当てはめ年間運賃額を算出。
Ｅ × 365 日 × ％ ＝ 円 ②

３　計算方法その１及びその２より算出した金額のうちより安価なものを年間運賃額として使用する。
① 円 ＜ ② 円 円設計金額

年間運賃合計

実働率

時間単価

距離運賃 時間運賃

距離単価

距離単価

時間単価

距離運賃 時間運賃

時間単価

距離運賃 時間運賃

距離単価

距離単価

時間単価

距離運賃 時間運賃














